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研究成果の概要（和文）：亜熱帯域の島々で、防風・防潮林等に猛威を振るっている南根腐病について、病原菌の生理
・生態的諸特性と病害の侵入拡大過程を明らかにした。本菌の小笠原における分布は広域であり、15種の固有種を含む
29科41種におよぶ広範囲の樹種に病気を引き起こすことが明らかになった。病害発生地には、植生区分が重要な要因の
一つとして関わる可能性が示された。本菌の個体群遺伝構造解析の結果、小笠原産菌の遺伝的多様性は高いことから近
年の侵入病害ではないこと、胞子感染と根系接触感染によって感染拡大することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： Phellinus noxius is a pathogenic fungus that causes brown root disease in a 
variety of tree species, in both tropical and subtropical regions. We investigated the ecological and 
biological characteristics of this fungus, as well as the genetic differentiation and spatial structure 
of its population. Brown root disease is widely distributed throughout the Bonin Islands. We recorded 41 
plant species from 29 plant families. These included 15 species that were endemic to the Ogasawara 
Islands as host species. The vegetation suggested relating with the occurrence of the disease. High 
polymorphism of microsatellite loci of this fungus suggested that the Japanese populations were either 
indigenous or introduced a very long time ago. The clone distribution in the research area on the island 
of Chichijima indicated infection via both basidiospores and root-to-root contact in the Bonin Islands.

研究分野： 森林病理学

キーワード： 根株腐朽病　シマサルノコシカケ　小笠原
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１．研究開始当初の背景 
 台風常襲地帯である亜熱帯域の島々（南西
諸島および小笠原諸島）の防風・防潮林や街
路樹等の緑化木において、南根腐病により倒
れたり枯死したりする被害が相次ぎ、農業活
動や日常生活に大きな支障となっている。特
に小笠原諸島において、近年本病と想定され
る被害が報告されており、小笠原に固有な樹
木への被害が懸念されるため、早急にその現
状を把握し対策を講じる必要がある。 
 申請者らの研究により、南西諸島において
は、本病の分布の有無、被害状況、人為的環
境下での激害化が多いこと等病害の発生環
境が明らかにされている  (Sahashi et al. 
2012、Sahashi et al. 2007、小林ら 1991）。
また、南西諸島の菌株の一部については接種
試験により病原性を確認し、菌株間で病原力
が異なる可能性が示されている (Sahashi et 
al. 2010)。しかし、小笠原において、本病源
菌の分布、宿主、菌株の病原性や病原力につ
いては不明であり、また、制御技術を開発す
る際、有力な手掛かりとなる本病原菌の宿主
への侵入機構、感染様式などの諸性質や、本
病に対する宿主の抵抗性／感受性について
は、未解明である (例えば Ann et al. 2002)
ため、これらを明らかにする必要がある。さ
らに、本病は我が国では近年になってその被
害が顕在化しているが、侵入したものか、あ
るいは土着のものかについても、明確な答え
は得られていない (Abe et al.1995、河辺ら 
1993)。 
 
２．研究の目的 
南西諸島および小笠原諸島などの樹木病

害である南根腐病について、特に小笠原諸島
において、以下の 4 点を明らかにすることを
目的とした。これらを明らかにすることによ
って得られた基礎情報を統合することで、環
境に配慮した総合的な制御技術を開発する
ことを目的とする。 
（１）病原菌の生理・生態的諸特性を明らか
にする。 
（２）宿主の抵抗性／感受性を明らかにする
ため接種試験の手法を確立する。 
（３）本病原菌の感染様式、被害地における
侵入・拡大過程を菌の遺伝構造より明らかに
する。 
（４）化学的防除および生物学的防除をめざ
し、薬剤や拮抗微生物を選抜する。 
 
３．研究の方法 
（１）病原菌の生態的諸特性を明らかにす

るために、小笠原(父島、母島、兄島、弟島) に
おいて被害地点、被害樹種を調査した。被害
地において、罹病木の腐朽材や根、菌糸膜や
子実体等を収集し、病原菌を分離した。発生
地の植生情報などから、病害発生に関わる要
因を抽出した。 
胞子飛散消長を明らかにするため、１年 8

ヶ月間にわたってスライドグラスおよび寒

天培地を用いて定期的に胞子を採取した。 
病原菌の生理的特性としては、菌糸体の成

長および生存に温度が及ぼす影響を調査し
た。  
（２）本病原菌の宿主抵抗性・感受性を明ら
かにするため、これまで行われていた 3 年生
以上のサイズの大きな苗木を用いた接種方
法ではなく、サイズをより小さくすることで
扱いやすくしたり、接種源の準備方法を変え
ることより簡便でかつ短期間に行えるよう
接種方法を検討した。 
（３）南西諸島および小笠原諸島における本
病原菌のクローン識別を行うため、マイクロ
サテライトマーカーの開発を行った。病原菌
の感染様式を明らかにするため、父島に調査
区を設置し、調査区内での病原菌のクローン
分布を調査した。南西諸島と小笠原諸島にお
ける病原菌クローンの遺伝構造より、侵入・
拡大過程を明らかにした。 
（４）防除に有効な拮抗微生物の探索のため、
被害材から分離された糸状菌を収集した。こ
れらの菌と病原菌とを培地上で対峙培養す
ることにより本病原に有効な拮抗微生物の
スクリーニングを行った。本病源菌に有効な
薬剤を選抜するため、本病源菌を蔓延させた
枝片を用いた土壌薫蒸試験を行った。 
 
４．研究成果 
（１）小笠原において広域に分布し(図－1)、
15 種の固有種を含む 29 科 41 種（１草本植物
含む）という、極めて広範囲の植物に病気を
引き起こすことが明らかになった。なお、本
病判定は，特異的な病徴、罹病あるいは枯死
木から分離された菌の塩基配列、あるいは子
実体の存在によっておこなった。 
 小笠原における南根腐病の発生地は広範
にわたるものの、発生地の植生区分には偏り
があることが明らかになった(図－２)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－１小笠原群島における南根腐病の分布 
 
生理特性としては、本病原菌の成長可能温度
範囲は 10～35℃と幅広いこと、成長停止温度
は 8℃であること、低温耐性(例えば 0℃に数
日間放置後室温に戻した場合の生存率)は菌
株によって異なることが明らかになった。感
染源である胞子の飛散時期は、海外の報告例
では、雨期後の年に数回であるとされている



が、小笠原においては、冬期の数ヶ月間を除
いて、長期にかつ継続的に飛散させているこ
とが明らかになった。従って、小笠原におい
ては、胞子感染の可能性がある期間が長いこ
とが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－２ 南根腐病被害発生地の植生区分 
 
 
（２）本病菌の効率的かつ簡便な接種システ
ムとしては、あらかじめ接種源を蔓延させて
おいた容器を用いて、半無菌条件で種子発芽
苗を用いた接種手法を用いることにより、こ
れまで1年以上かかっていた接種試験を1～2
ヶ月に短縮する接種システムのプロトタイ
プを構築した。 
（３）小笠原の本病原菌の由来と感染拡大方
法を明らかにするため、全ゲノム情報に基づ
いた２０組のマイクロサテライトマーカ－
による解析を行った結果、小笠原産菌の遺伝
的多様性は高いことから、近年の侵入ではな
いことが明らかになった。また、南西諸島と
小笠原の個体群は遺伝的に異なる個体群で
あることが明らかになった。父島に設置した
調査区内において、複数のクローンが存在し、
なおかつ近接する被害木では同一クローン
が検出されたことから、本菌は胞子と根系接
触の両方によって感染を行うことが明らか
になった。 
（４）本病の制御のために、薬剤および拮抗
微生物の選抜をおこない、薬剤については三
種類の土壌燻蒸剤の効果が土壌深 10cm 程度
までは有効であることを確認した。拮抗微生
物については小笠原産の糸状菌から、培地上
で拮抗作用を表す菌株（例えば Trichoderma 
sp.等）を見いだした。 
小笠原諸島において南根腐病が 2009 年頃

に急激に顕在化したことから､病原菌が近年
に侵入した菌か否かを明らかにする事はそ
の後の被害対策へ大きな影響を与える課題
であった。幸いなことに、本研究により本菌
は近年の侵入種ではないことが示された。病
気の発生には，主因（病原菌），素因（宿主），
誘因（環境要因）が関わることが知られる。
本病が土着の病原菌によることから，2009 年
頃からの被害の顕在化には､なんらかの環境

要因が関わる可能性ある。 
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